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（学位論文のタイトル） 
Simple and rapid method for determination of abemaciclib in human serum 







の延長と QOL の維持・改善を目的に実施される。 
 アベマシクリブはサイクリン依存性キナーゼ（cyclin-dependent kinase: CDK）4 および CDK6 
に対する選択的阻害作用を有する経口投与可能な小分子化合物であり、ホルモン受容体陽性かつ
ヒト上皮増殖因子受容体 2 型（human epidermal growth factor receptor type2: HER2）陰性の
手術不能または再発乳癌に対する新しい作用機序の分子標的薬である。これまで、ホルモン受容






















保持型液液抽出（supported liquid extraction: SLE）法が開発され、各種血液中薬物濃度の測





 血清試料の前処理には ISOLUUTE SLE+ を使用し、メチルtert-ブチルエーテルを用い目的物を
溶出した。測定機器には超高速液体クロマトグラフィーおよび四重極飛行時間型質量分析計
（quadrupole time-of-flight liquid chromatograph mass spectrometer: LC-QTOF MS）を用い
た。イオン化法はESI（electrospray ionization）positive 法とした。分離カラムには ACQUITY 













治療と QOL の改善ならびに副作用の早期発見に大きく貢献できると考えられる。                
                                                                
 
